
令和３年１２月２２日(水)14：00～16：00

第９回苫小牧市男女平等参画を推進する市民会議

資料 5

ワークショップ
新しい市民会議を考える



市民会議の「これまで」と「これから」

➡『新しい』市民会議へ！

2

XX University

1 「市民会議参加者アンケート」集計結果のご紹介

2 市民会議の振り返り

3 ワークショップ「新しい市民会議を考える」



1.「市民会議参加者アンケート」集計結果のご紹介 3

問1. 2019年から始まった市民会議について、
総評を教えてください

XX University

大変良かった

0%

良かった

64%

どちらとも言えない

36%

良くなかった

0%

全く良くなかった

0%



1.「市民会議参加者アンケート」集計結果のご紹介 4

問2.市民会議に参加して、
良かった点・役に立った点はありましたか

XX University

大いにあった,

8%

それなりにあった

75%

全くなかった,

17%



1.「市民会議参加者アンケート」集計結果のご紹介 5

問4.市民会議に参加して、
悪かった点・改善してほしい点はありましたか

XX University

全くなかった,

25%

それなりにあった

75%

大いあった,

0%



1.「市民会議参加者アンケート」集計結果のご紹介 6

問6.来年度以降も市民会議に参加したいと思いますか

XX University

そう思う,

33%

どちらとも言えない

50%

そう思わない,

17%



1.「市民会議参加者アンケート」集計結果のご紹介 7

問7.どのような市民会議であれば参加したいと思いますか

XX University

EXPOのような、市民に
直接届く形の方法の検討
や実施につながる会議で
あれば非常に意義がある

参加者全員が発言し、多
様な意見に触れることが
出来る会議を継続して欲
しい

会議結果がどのように市
政に反映されたかが見え
ると良い

男女平等とはなにかを明
示して欲しい、事業目的
を明確にして欲しい

答えありきではなく、客
観的な意見・判断で進め
て欲しい

参加企業は苫小牧に本社
機能を持つ企業に特化す
べきでは

メンバーは特定企業の代
表者や個人ではなく、議
論するテーマの当事者の
ほうが良いのでは



２.市民会議の振り返り 8

XX University

市民会議設置の目的
国では、家庭、職場、学校、地域その他の社会のあらゆる分野において、男女平等参画の浸透を図る取り組みを行って

きているが、市としても、それぞれの主体的な取組などの情報交換や相互連携ができる場を持つことによ
り、市全体の男女平等参画を積極的に推進することを目指すとともに、協働のまちづくりに寄与することを

目的とする。



3.ワークショップ「新しい市民会議を考える」 9

市民会議設置の目的（要約）

XX University

メンバーが直面している

男女平等参画に関わる課題の解決

結果、市全体の男女平等参画の推進に繋がる



3.ワークショップ「新しい市民会議を考える」 10

XX University



3.ワークショップ「新しい市民会議を考える」 11

テーマ

XX University

こんな市民会議に
参加したい！



実際に参加
してみて
感じたこと

3.ワークショップ「新しい市民会議を考える」 12

XX University

市民会議に
期待してい
たこと

市民会議の
理想的な
在り方

話し合っていただくこと

１ ２ ３

発表していただくこと

✔ 新しい市民会議のキャッチフレーズ！「○○な市民会議」に参加したい！

✔ 新しい市民会議の運営手法・メンバー構成などのアイディア



3.ワークショップ「新しい市民会議を考える」 13

＼役割分担じゃんけん／

XX University

勝った人➡司会/時計係
負けた人➡書記/発表係

＼ ３０分後に ／
／グループ発表＼



3.ワークショップ「新しい市民会議を考える」 14

１グループ３分

XX University

グループ発表



ありがとうございました！

新しい市民会議を
＼ お楽しみに ／


